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ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
が

山
梨
県
文
化
賞
奨
励
賞
を
受
賞

県
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
が

　
　
　
健
康
づ
く
り
表
彰
を
受
賞

空
手
選
手
権
関
東
大
会
で
優
勝

「
町
長
さ
ん
と
語
る
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

奥
河
口
湖
さ
く
ら
の
里
公
園
で
植
樹
祭

 

11
月
16
日
（
月
）
甲
府

市
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲

府
で
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー

や
円
形
ホ
ー
ル
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
お
手

伝
い
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
河
口
湖
ス
テ

ラ
シ
ア
タ
ー
サ
ポ
ー
タ

ー
ズ
ク
ラ
ブ
が
、
山
梨

県
文
化
賞
奨
励
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
山
梨
県

の
文
化
芸
術
振
興
の
発
展
に
多
大
な
功
績
が
あ
っ
た
こ

と
に
よ
り
授
与
さ
れ
る
賞
で
、
こ
れ
ま
で
県
内
各
地
の

伝
統
文
化
継
承
者
及
び
団
体
が
主
に
受
賞
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
公
立
文
化
ホ
ー
ル
に
お
け
る
文
化
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
活
動
に
対
し
て
の
受
賞
は
、
初
め
て
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
平
成
10
年
５

月
に
設
立
し
、
こ
れ
ま
で
両
ホ
ー
ル
の
公
演
や
富
士
山

河
口
湖
音
楽
祭
な
ど
主
に
場
内
案
内
や
運
営
関
係
を
中

心
に
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
会
員
皆
さ
ん
の
一
人
一
人
の
力
が
結
集
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
皆
さ
ん
で
生
み
出
し
た
受
賞
で
し
ょ
う
。
今
後

も
県
内
を
リ
ー
ド
す
る
活
動
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
11
月
８
日
（
日
）
県
立
文
学
館
で
行
わ
れ
た
「
健
や
か

山
梨
21
推
進
大
会
」
に
お
い
て
、
知
事
及
び
健
や
か
山
梨

21
推
進
会
長
か
ら
山
梨

県
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会（
会

長
渡
邊
凱
保
）
が
健
康
づ

く
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

県
民
の
健
康
ラ
イ
フ
維

持
増
進
の
た
め
、
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も

手
軽
に
で
き
る
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
多
用
な
効
用
を
利
用
し
、
個
人
の
健
康
づ
く

り
だ
け
で
な
く
医
療
財
政
の
軽
減
、
環
境
保
全
、
観
光
振

興
等
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
９
月
23
日
、
小
瀬

ス
ポ
ー
ツ
公
園
武

道
館
ア
リ
ー
ナ
で

開
催
さ
れ
た
全
日

本
空
手
道
連
盟
糸

東
会
関
東
選
手
権

大
会
に
お
い
て
、
勝
山
小
６
年
原
田
京
佳
さ
ん
が
、
小
学

５
、
６
年
女
子
組
手
の
部
に
お
い
て
優
勝
し
ま
し
た
。
あ

わ
せ
て
、
山
梨
県
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
出
場
し
た
小

学
生
女
子
団
体
組
手
の
部
に
お
い
て
も
優
勝
を
し
、
二

重
の
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
ま
さ
か
優

勝
で
き
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
」
と
話
す
京
佳
さ
ん
で

す
が
、
相
手
の
動
き
を
見
な
が
ら
戦
っ
た
と
冷
静
に
試

合
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
、
一
面
が
優
勝
に
結
び

つ
い
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
も
練
習
を
積
み
重
ね
、

更
な
る
飛
躍
を
期
待
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
ダ
ブ
ル
優
勝
、

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
11
月
４
日
、
町
役
場

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー

ル
で
、町
内
の
小
・
中
・
高
・

支
援
学
校
の
児
童
生
徒

に
よ
り
、
各
校
の
状
況

や
児
童
会
・
生
徒
会
の

活
動
を
知
っ
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
町
制
に
携

わ
る
人
と
の
意
見
交
換

を
通
じ
、
学
校
づ
く
り
、

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る

意
識
向
上
を
図
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
学
校
の
誇
れ
る
も
の
（
宝
物
）
と
い
た
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
学
校
で
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
た
か
、
ま
た
町
の
宝
物
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
子
供
と
同
じ
目
線
で
考
え
お
互
い
に
意
見

を
交
換
し
活
発
な
話
し
合
い
と
な
り
ま
し
た
。

　
11
月
１
日
、
河
口

湖
畔
の
奥
河
口
湖
さ

く
ら
の
里
公
園（
長
浜
）

で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
球

こ
ど
も
ク
ラ
ブ
に
よ

る
植
樹
祭
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
急
斜
面
に

苦
戦
し
な
が
ら
、
慣

れ
な
い
様
子
で
ス
コ

ッ
プ
を
使
い
地
元
の
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ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

　
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

B
&
G
財
団
か
ら

カ
ヌ
ー
・
救
助
船
等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

河
口
湖
フ
ィ
ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー
か
ら
お
知
ら
せ

　
　
ク
ラ
フ
ト
特
別
体
験
教
室

河
口
湖
ハ
ー
ブ
館
か
ら
お
知
ら
せ

子
供
た
ち
も
一
緒
に
、
桜
の
苗
な
ど
を
植
え
ま
し
た
。
今

年
で
４
回
目
を
迎
え
る
植
樹
祭
は
、
富
士
山
の
世
界
文

化
遺
産
登
録
を
目
指
す
と
と
も
に
、
直
接
自
然
に
触
れ

る
こ
と
で
子
供
た
ち
の
地
球
緑
化
に
関
す
る
意
識
を
高

め
、
自
然
を
愛
す
る
豊
か
な
心
を
育
て
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。
植
栽
の
後
、
長
崎
山

さ
く
ら
の
里
づ
く
り
協
議
会
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
る

ほ
う
と
う
で
昼
食
を
と
り
、
西
浜
中
学
の
生
徒
に
よ
る

和
太
鼓
の
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
た
り
地
域
の
子
ど
も
た

ち
と
も
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、

み
な
さ
ま
よ
り
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
（
ふ
る
さ
と
納
税
）

を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
、
次
の
方
々
よ
り
あ
た
た
か
い
ご
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
岡
田
　
戰
治
　
様
（
東
京
都
中
野
区
）

　
額
谷
　
一
夫
　
様
（
埼
玉
県
所
沢
市
）

　
小
原
　
陸
男
　
様
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

　■
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
と
は

　
個
人
が
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
５
千
円
を
超
え
る

寄
附
を
行
っ
た
場
合
に
、
５
千
円
を
超
え
る
部
分
に
つ

い
て
一
定
限
度
（
お
お
よ
そ
個
人
住
民
税
の
１
割
の
額
）

ま
で
は
個
人
住
民
税
と
所
得
税
を
あ
わ
せ
て
全
額
控
除

す
る
制
度
で
す
。

　
ご
寄
付
い
た
だ
け
ま
す
と
、
寄
附
金
の
受
領
証
を
添

え
て
所
得
税
の
確
定
申
告
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
、
所
得
税
の
還
付
と
個
人
住
民
税
の
税
額
控
除
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

　
富
士
河
口
湖
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
制
度
は
、
富
士

河
口
湖
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
賛
同
す
る
個
人
、
団
体
か

ら
広
く
寄
附
金
を
募
り
、
こ
れ
を
財
源
と
し
て
寄
附
者

の
意
向
を
各
種
事
業
に
反
映
す
る
こ
と
に
よ
り
、
様
々

な
人
々
の
参
加
に
よ
る
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
B
&
G
財
団(

ブ
ル
ー
シ
ー
・
ア
ン
ド
・
グ
リ
ー
ラ
ン

ド
財
団)

か
ら
「
海
で
の
体
験
や
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
る
”
こ
こ

ろ
“
と

”か
ら
だ
“の
育
成
」
活
動
と
し
て
、
上
九
一
色
カ

ヌ
ー
ク
ラ
ブ
を
中
心
に
組
織
さ
れ
て
い
る
「
B
&
G
や

ま
な
し
海
洋
ク
ラ
ブ
」
へ
、
カ
ヌ
ー
10
艇
・
ヨ
ッ
ト
１
艇
・

救
助
艇
１
艇
・
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
30
着
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
海
洋
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た

ち
は
、
早
速
、
指
導
者
の
指
導

に
よ
り
精
進
湖
カ
ヌ
ー
場
に

お
い
て
贈
ら
れ
た
ヨ
ッ
ト
の

体
験
試
乗
を
行
い
ま
し
た
。

　
B
&
G
財
団
の
皆
様
、
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
河
口
湖
ハ
ー
ブ
館
で
は
、
お
正
月
飾
り
の
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。
手
作
り
の
正
月
飾
り
で
新
し
い
年
を
迎

え
て
み
ま
せ
ん
か
。
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

■
日
　
時
　
12
月
20
日
（
日
）
午
後
２
時
～
４
時

　
　
　
　
　
12
月
21
日
（
月
）
午
後
７
時
～
９
時

■
費
　
用
　
３
０
０
０
円
　

■
定
　
員
　
40
名
（
各
日
）

■
内
　
容
　
紅
白
の
椿
や

　
　
　
　
　
ち
り
め
ん
布

　
　
　
　
　
飾
り
を
あ
し

　
　
　
　
　
ら
っ
た
羽
子

　
　
　
　
　
板
の
壁
飾
り

　
　
　
　
　
約
43
×
25
㎝

●
申
込
・
問
合
先
　
河
口
湖
ハ
ー
ブ
館 

℡
72
‐
３
０
８
２

　
す
す
き
で
フ
ク
ロ

ウ
を
作
っ
て
新
年
を

迎
え
ま
せ
ん
か
。
自
然

の
素
材
を
使
っ
た
ウ

ェ
ル
カ
ム
ボ
ー
ド
を

飾
り
ま
せ
ん
か
。

■
期
　
日
　

　
12
月
12
日
（
土
）・

　
13
日（
日
）・
19
日（
土
）・

　
20
日
（
日
）  

■
時
　
間
　
午
前
10
時
と
午
後
２
時
か
ら
の
各
2
回

■
費
　
用 

　
破
魔
矢
　
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　 

ウ
ェ
ル
カ
ム
ボ
ー
ド
　
５
０
０
円

※
そ
の
他
通
常
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
ま
す

●
申
込
・
問
合
先
　
河
口
湖
フ
ィ
ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
　
　
　
℡
72
‐
４
３
３
１
　FAX

72
‐
４
３
４
１
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錦しゅうの秋・研修レポート
　
去
る
11
月
15
日
（
日
）
の
町
制
施
行
記
念
日
に
、
勝
山
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
の
さ
く
や
ホ
ー
ル
で
町
制
施
行
６
周
年
記

念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
町
の
行
政
発
展
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
た
町
制
功
労
者
17
名
、
善
行
者
４
名
、
ス
ポ

ー
ツ
賞
２
名
の
皆
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。
受
章
さ
れ
た
皆

さ
ん
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

小
佐
野
　
弘
士
　
船
津

　
昭
和
12
年
９
月
５
日
生

　
旧
河
口
湖
町
議
会
議
員
を
３
期
10
年
、
富
士
河
口
湖
町
議

会
議
員
を
２
期
６
年
歴
任
し
、
ま
た
そ
の
間
多
く
の
公
職
を

歴
任
す
る
な
ど
、多
年
に
わ
た
り
町
政
の
発
展
に
貢
献
し
た
。

渡
邉
　
武
彦
　
船
津

　
昭
和
14
年
３
月
１
日
生

　
旧
河
口
湖
町
議
会
議
員
を
２
期
６
年
、
富
士
河
口
湖
町
議

会
議
員
を
２
期
６
年
歴
任
し
、
ま
た
そ
の
間
多
く
の
公
職
を

歴
任
す
る
な
ど
、多
年
に
わ
た
り
町
政
の
発
展
に
貢
献
し
た
。

古
谷
　
芳
信
　
西
湖
西

　
昭
和
17
年
１
月
17
日
生

　
旧
足
和
田
村
議
会
議
員
を
２
期
７
年
７
ヶ
月
、
富
士
河
口

湖
町
議
会
議
員
を
２
期
６
年
歴
任
し
、
ま
た
そ
の
間
多
く
の

公
職
を
歴
任
す
る
な
ど
、
多
年
に
わ
た
り
町
政
の
発
展
に
貢

献
し
た
。

流
石
　
市
朗
　
勝
山

　
昭
和
18
年
８
月
11
日
生

　
旧
勝
山
村
議
会
議
員
を
２
期
４
年
７
ヶ
月
、
富
士
河
口
湖

町
議
会
議
員
を
２
期
６
年
歴
任
し
、
ま
た
そ
の
間
多
く
の
公

職
を
歴
任
す
る
な
ど
、
多
年
に
わ
た
り
町
政
の
発
展
に
貢
献

し
た
。

　
　
　
恭
平
　
小
立

　
昭
和
３
年
５
月
21
日
生

　
河
口
湖
町
結
婚
相
談
員
を
６
期
10
年
10
ヶ
月
、
富
士
河
口

湖
町
結
婚
相
談
員
３
期
６
年
歴
任
し
、
多
く
の
男
女
を
結
婚

へ
と
結
び
つ
け
、
町
政
進
展
に
貢
献
し
た
。

中
村
　
今
代
　
河
口

　
昭
和
３
年
６
月
８
日
生

　
旧
河
口
湖
町
に
お
い
て
社
会
教
育
委
員
５
期
10
年
、
河
口

総
合
開
発
委
員
会
委
員
６
年
、
女
性
プ
ラ
ン
推
進
委
員
会
委

員
４
年
等
多
く
の
公
職
を
歴
任
す
る
傍
ら
、
女
性
団
体
連
絡

協
議
会
役
員
や
町
文
化
協
会
役
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り

地
域
振
興
に
貢
献
し
た
。

持
田
　
利
雄
　
船
津

　
昭
和
３
年
12
月
７
日
生

　
旧
河
口
湖
町
に
お
い
て
中
央
公
民
館
長
12
年
、
青
少
年
育

成
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
14
年
、
図
書
館
長
12
年
、
地
区
公
民
館
長

４
年
等
多
く
の
公
職
を
歴
任
し
、
合
併
後
も
引
き
続
き
同
職

を
務
め
る
な
ど
、
町
の
地
域
振
興
に
貢
献
し
た
。

朝
比
奈
　
喜
四
郎
　
大
嵐

　
昭
和
４
年
４
月
３
日
生

　
旧
足
和
田
村
に
お
い
て
監
査
委
員
１
年
８
ヶ
月
、
大
嵐
財

産
区
管
理
委
員
４
年
５
ヶ
月
、
助
役
１
年
８
ヶ
月
等
多
く
の

公
職
を
歴
任
し
、
合
併
後
も
足
和
田
地
区
地
域
振
興
協
議
会

委
員
２
年
、
大
嵐
財
産
区
管
理
委
員
２
年
、
足
和
田
地
域
審

議
会
委
員
４
年
等
の
公
職
を
歴
任
し
、
多
年
に
わ
た
り
町
政

発
展
の
た
め
尽
力
し
た
。

倉
澤
　
幹
　
小
立

　
昭
和
４
年
10
月
31
日
生

　
旧
河
口
湖
町
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
委
員

４
年
、
文
化
財
審
議
会
委
員
４
期
７
年
を
歴
任
し
、
合
併
後

も
引
き
続
き
文
化
財
審
議
会
委
員
を
３
期
６
年
務
め
ら
れ
、

多
年
に
わ
た
り
町
政
発
展
に
貢
献
し
た
。

町
政
功
労
者

町
制
施
行
６
周
年
記
念
式
典
で
、

　
町
政
功
労
者
、
善
行
者
、
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
皆
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
る
ご
功
績
、
た
い
へ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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渡
邊
　
か
め
子
　
船
津

　
昭
和
５
年
３
月
12
日
生

　
旧
河
口
湖
町
に
お
い
て
、
河
口
湖
町
総
合
計
画
審
議
会
委

員
２
年
、
民
生
委
員
３
年
、
結
婚
相
談
員
10
年
等
を
歴
任
し
、

合
併
後
も
結
婚
相
談
員
４
年
を
務
め
ら
れ
、
多
年
に
わ
た
り

町
の
地
域
発
展
に
貢
献
し
た
。
　

三
浦
　
友
彌
　
長
浜

　
昭
和
５
年
７
月
４
日
生

　
旧
足
和
田
村
議
会
議
員
１
期
４
年
・
在
職
中
監
査
委
員
４

年
、
長
浜
財
産
区
管
理
委
員
４
年
、
青
木
ヶ
原
外
七
字
及
び

小
合
山
外
七
字
恩
賜
県
有
財
産
保
護
財
産
区
管
理
委
員
４

年
を
歴
任
し
、
村
政
発
展
に
貢
献
し
た
。
そ
の
後
も
人
権
擁

護
委
員
３
年
、
地
区
公
民
館
長
６
年
を
務
め
ら
れ
、
町
の
地

域
振
興
に
貢
献
し
た
。

渡
邉
　
富
夫
　
船
津

　
昭
和
５
年
11
月
４
日
生

　
旧
河
口
湖
町
に
お
い
て
民
生
委
員
４
期
12
年
、
地
区
公
民

館
長
３
年
、社
会
教
育
委
員
２
年
等
多
く
の
公
職
を
歴
任
し
、

合
併
後
も
船
津
地
区
地
域
振
興
協
議
会
委
員
２
年
、
地
積
調

査
推
進
委
員
２
年
等
の
公
職
を
歴
任
し
、
多
年
に
わ
た
り
町

政
発
展
の
た
め
尽
力
し
た
。

三
浦
　
勇
揮
　
西
湖
南

　
昭
和
６
年
４
月
19
日
生

　
旧
足
和
田
村
に
お
い
て
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
３
年
、
西
湖
財
産
区
管
理
委
員
１
年
、
足
和
田
村
村
議
会

議
員
１
期
３
年
７
ヶ
月
・
在
職
中
消
防
委
員
会
委
員
、
西
湖

財
産
区
管
理
委
員
、
青
木
ヶ
原
外
七
字
及
び
小
合
山
外
七
字

恩
賜
県
有
財
産
保
護
財
産
区
管
理
委
員
等
を
歴
任
し
、
村
政

発
展
に
貢
献
し
た
。
合
併
後
も
、
町
議
会
議
員
や
西
湖
財
産

区
管
理
委
員
を
務
め
ら
れ
、
町
の
地
域
振
興
に
貢
献
し
た
。

外
川
　
喜
重
郎
　
船
津

　
昭
和
６
年
12
月
10
日
生

　
旧
河
口
湖
町
に
お
い
て
教
育
委
員
会
委
員
４
年
、
人
権
擁

護
委
員
４
期
1
2
年
、
船
津
財
産
区
管
理
委
員
４
年
、
船
津

公
園
墓
地
管
理
会
委
員
４
年
、
総
合
開
発
審
議
会
委
員
２
年

等
多
く
の
公
職
を
歴
任
し
、
地
域
振
興
に
貢
献
し
た
。
合
併

後
も
人
権
擁
護
委
員
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
多
年
に
わ
た
り

町
政
発
展
の
た
め
尽
力
し
た
。

井
出
　
好
久
　
船
津

　
昭
和
９
年
１
月
23
日
生

　
旧
河
口
湖
町
に
お
い
て
船
津
総
合
開
発
委
員
会
委
員
２

年
、
消
防
委
員
会
委
員
４
年
、
図
書
館
協
議
会
委
員
６
年
、
社

会
教
育
委
員
２
年
、文
化
財
審
議
会
委
員
６
年
を
務
め
ら
れ
、

町
政
振
興
の
た
め
に
貢
献
し
た
。

山
中
　
勝
　
小
立

　
昭
和
９
年
５
月
15
日
生

　
旧
河
口
湖
町
に
お
い
て
小
立
総
合
開
発
委
員
会
委
員
２

年
、
農
業
委
員
会
委
員
３
年
、
小
立
公
園
墓
地
管
理
会
委
員

２
年
、
小
立
地
区
水
道
運
営
審
議
会
委
員
３
年
、
役
場
庁
舎

等
整
備
検
討
委
員
５
年
６
ヶ
月
等
多
く
の
公
職
を
歴
任
し
、

ま
た
合
併
前
後
に
、
小
立
財
産
区
管
理
委
員
、
小
立
公
園
墓

地
管
理
会
委
員
を
務
め
る
な
ど
、
地
域
振
興
に
多
大
な
貢
献

を
し
た
。

梶
原
　
公
雄
　
大
石

　
昭
和
９
年
10
月
27
日
生

　
旧
河
口
湖
町
に
お
い
て
町
土
地
利
用
審
議
会
委
員
６
年
、

大
石
総
合
開
発
委
員
会
委
員
６
年
、
大
石
財
産
区
管
理
委
員

12
年
、
町
地
下
水
保
全
審
議
会
委
員
２
年
、
町
総
合
開
発
審

議
会
委
員
２
年
等
を
歴
任
し
、
町
政
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
。

常
岡
　
宏
　
大
石

　
長
年
に
わ
た
り
、
大
石
地
区
の
道
路
等
の
ご
み
拾
い
を
積

極
的
に
行
い
、
地
域
の
環
境
美
化
及
び
自
然
環
境
保
全
に
努

め
、
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
る
。

川
野
　
博
　
小
立

　
長
年
に
わ
た
り
、
小
立
地
区
諏
訪
神
社
の
境
内
、
参
道
、
駐

車
場
、
周
辺
の
道
路
等
の
清
掃
を
積
極
的
に
行
い
、
地
域
の

環
境
美
化
及
び
自
然
環
境
保
全
に
努
め
、
多
大
な
貢
献
を
し

て
い
る
。

　林
　
定
彦
　
船
津

　
長
年
に
わ
た
り
、
町
役
場
庁
舎
周
辺
の
草
取
り
、
草
刈
、
落

ち
葉
拾
い
、
ご
み
拾
い
を
積
極
的
に
行
い
、
地
域
の
環
境
美

化
及
び
自
然
環
境
保
全
に
努
め
、多
大
な
貢
献
を
し
て
い
る
。

宗
教
法
人
生
長
の
家

富
士
河
口
湖
練
成
道
場

　
長
年
に
わ
た
り
、
天
上
山
小
御
岳
神
社
周
辺
の
環
境
整
備

に
つ
と
め
、
倒
木
を
利
用
し
て
参
道
や
休
憩
場
所
の
整
備
を

積
極
的
に
行
い
、
地
域
の
環
境
美
化
及
び
自
然
環
境
保
全
に

努
め
、
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
る
。

長
田
　
英
真
　
富
士
ヶ
嶺

　
平
成
21
年
度
日
本
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
選
手
権
大
会

　
　
男
子
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ペ
ア
　
2
0
0
ｍ
優
勝

渡
邊
　
大
規
　
富
士
ヶ
嶺

　
第
45
回
全
日
本
学
生
カ
ヌ
ー
選
手
権
大
会

　
　
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
リ
レ
ー
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
×
5
0
0
m 

優
勝

　
平
成
21
年
度
日
本
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
選
手
権
大
会

　
　
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
1
0
0
0
m
優
勝

　
　
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
フ
ォ
ア
1
0
0
0
m
優
勝

　
　
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
フ
ォ
ア
5
0
0
m
優
勝

　
　
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
フ
ォ
ア
2
0
0
m
優
勝

善

行

表

彰

ス
ポ
ー
ツ
賞
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町
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

学
校
教
育
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

就
学
校
の
変
更
に
つ
い
て

　
お
子
さ
ん
が
「
町
立
小
中
学
校
」

又
は
「
組
合
立
中
学
校
」
に
入
学
す

る
と
き
、
教
育
委
員
会
が
入
学
す

る
学
校
を
指
定
い
た
し
ま
す
。
こ

れ
は
、
学
校
教
育
法
施
行
令
第
５

条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、「
町
内

に
２
校
以
上
の
学
校
が
あ
る
場
合

は
、
ど
の
学
校
に
入
学
す
る
か
、
町

の
教
育
委
員
会
が
指
定
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
根
拠
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
指
定
さ
れ
た
学
校
を
「
就
学
指

定
校
」
と
い
い
、
そ
の
学
校
に
通
う

地
域
を
「
通
学
区
域
」
と
い
い
ま

す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
通
学
区
域
に

基
づ
い
た
学
校
に
通
う
こ
と
が
色

々
な
事
情
に
よ
り
必
ず
し
も
保
護

者
の
意
向
に
合
わ
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
保

護
者
の
申
立
て
に
よ
り
下
表
の
事

由
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
れ
ば
、

変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

●
問
合
先
　
学
校
教
育
課
　
　
　

　
　
　
　
　 

 

℡
72-

６
０
５
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

№ 許可期限指定校変更許可事由

心身の障害や疾病により就学校への就学が困難な場合 理由が消滅するまで1

住宅新築、改修等で転居予定の場合 理由が消滅するまで2

保護者の勤務事情により放課後、親族などに預ける場合（預け先の地区の指定校
に限る。）

小学校において指定学校の変更をしており、中学校入学時において、当該小学校
の指定中学校への通学を希望する場合

理由が消滅するまで3

希望する部活動が指定学校にないなど、部活動に特別に配慮を要する具体的な
理由がある場合

卒業まで5

卒業まで4 いじめ、不登校、友人関係等の問題から指定学校への就学が困難な場合

理由が消滅するまで10 その他教育長が必要と認める場合

卒業まで8

新入学時に従来の友人関係を維持することが児童生徒にとって必要であると
認める場合

卒業まで9

卒業まで6 学年中途の転居による場合（引き続き転居前の在学校に就学を希望する場合）

兄弟姉妹が卒業まで7 兄弟姉妹が指定校変更の許可を受けている場合

社
協
だ
よ
り

社
協
だ
よ
り

「
災
害
に
強
い

　
　
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
」

　
　
　
　
　
　
　
富
士
桜
・
ス
バ
ル
区

「
災
害
に
強
い

　
　
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
」

　
　
　
　
　
　
　
富
士
桜
・
ス
バ
ル
区

「
災
害
に
強
い

　
　
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
」

　
　
　
　
　
　
　
富
士
桜
・
ス
バ
ル
区

　
富
士
桜
・
ス
バ
ル
区
（
渡
辺
忠
男
区
長
）

で
は
災
害
時
に

備
え
て
、
要
援

護
者
を
支
援
す

る
体
制
づ
く
り

に
向
け
て
、
検
討

会
議
を
行
っ
て

い
ま
す
。
会
議

に
は
、
区
長
、
正

副
自
治
会
長
、

ラ
ビ
ッ
ト
隊
長
、

福
祉
委
員
、
民
生
委
員
ら
が
参
加
し
、
７
月

か
ら
４
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
会
議
は
「
災
害
時
、
避
難
す
る
の
に

援
助
を
必
要
と
す
る
人
が
地
区
内
に
い
る

の
か
、
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
発
端

と
な
り
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
自
治
会
加
入
世
帯
を
対

象
に
実
態
調
査
を
行
い
、
こ
れ
を
基
に
、
近

隣
で
の
援
助
体
制
づ
く
り
、
地
域
で
の
取
組

む
内
容
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
避
難
場
所
や
要
援
護
者
の
マ
ッ

プ
作
り
等
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。

　
大
石
福
祉
推
進
会
で
は
１０
月
１４
日
（
水
）

に
大
石
住
民
セ
ン
タ
ー
に
て
「
い
き
ゃ
あ
り

会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
ス
タ
ッ

フ
で
あ
る
流
石

伴
子
氏
が
講
師

に
な
り
、
参
加

者
２０
名
が
生
け

花
を
体
験
し
ま

し
た
。

　
身
近
な
花
を

生
け
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
体
験
し
、
参
加

さ
れ
た
高
齢
者
は
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
１１
月
１９
日
（
木
）
に
湖
南
町
公
民
館
に
て

湖
南
町
「
共
助
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

共
助
会
で
は
、
初
の
試
み
と
し
て
カ
ラ
オ
ケ

大
会
を
行
い
、
２５
名
の
参
加
者
は
、
思
い
思

い
の
歌
を
熱
唱
し
、
笑
い
あ
り
、
拍
手
あ
り

で
時
間
を
忘
れ

て
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　
こ
の
マ
イ
ク

カ
ラ
オ
ケ
は
、
社

会
福
祉
協
議
会

が
、い
き
い
き
サ

ロ
ン
用
に
助
成

金
を
い
た
だ
き

購
入
し
ま
し
た
。
持
ち
運
び
が
容
易
で
す

の
で
、
他
の
い
き
い
き
サ
ロ
ン
で
も
大
い
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

災
害
に
備
え
て
！
！

身
近
な
花
を
利
用
し
て
生
け
花

大
石 

「
い
き
ゃ
あ
り
会
」

大
石 

「
い
き
ゃ
あ
り
会
」

大
石 

「
い
き
ゃ
あ
り
会
」

カ
ラ
オ
ケ
で
大
盛
り
上
が
り

湖
南
町 

「

共

助

会

」

湖
南
町 

「

共

助

会

」

湖
南
町 

「

共

助

会

」

　
温
泉
送
迎
バ
ス
運
行
は
、
１２
月
２９
日(

火)

～
１
月
３
日
（
日
）
ま
で
休
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

芙
蓉
の
湯
、
健
康
プ
ラ
ザ
へ
の

　
　
送
迎
バ
ス
お
休
み
に
つ
い
て
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生
涯
学
習
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

環
境
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
私
た
ち
の
家
庭
生
活
や
事
業
活
動
の
中
か
ら
発
生
す
る

ご
み
。
そ
れ
は
、
自
然
環
境
や
私
た
ち
の
健
康
に
も
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
で
、
今
と
同
じ
よ
う
に
大
量
の
ご
み
を
出
し
続

け
る
と
環
境
問
題
も
一
層
深
刻
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
い

つ
ま
で
も
き
れ
い
な
自
然
環
境
を
守
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
た
め
に
も
ご
み
問
題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
の
町
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
量
は
平
成
18
年

度
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
平
成
20
年
度
の
排

出
処
理
量
は
1
2
1
1
7
ト
ン
で
前
年
度
と
比
較
す
る
と

2
2
9
ト
ン
の
減
少
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
町
民
が
一
人
１

日
当
た
り
の
排
出
処
理
量
は
1
2
8
2
グ
ラ
ム
で
前
年
度

と
比
較
す
る
と
26
グ
ラ
ム
の
減
少
と
な
り
ま
す
。（
全
国
平

均
は
平
成
18
年
度
で
1
1
1
6
グ
ラ
ム
で
す
。
）

　
こ
れ
は
、
町
が
平
成
18
年
10
月
か
ら
指
定
ご
み
袋
制
度
を

導
入
し
、
ご
み
の
減
量
を
図
っ
た
こ
と
こ
と
や
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
等
へ
資
源
物
を
搬
入
し
、
そ
の
物
を
町
民
が
リ
ユ

ー
ス
し
た
こ
と
等
が
減
量
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
平
成
20
年
度
の
ご
み
を
運
ん
だ
り
、
燃
や
し
た
り
し
た
処

理
経
費
は
、
5
9
7
百
万
円
、
主
な
も
の
は
可
燃
ご
み
を
燃

や
し
た
経
費
2
7
2
百
万
円
、
富
士
吉
田
市
焼
却
場
建
設
起

債
償
還
金
1
6
8
百
万
円
と
な
っ
て
お
り
多
額
な
経
費
が

支
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
民
一
人
１
日
当
た
り
の
処

理
経
費
は
63
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　
私
た
ち
が
毎
日
出
す
ご
み
を
１
人
が
１
日
1
0
0
グ
ラ

ム
の
量
を
減
ら
し
た
場
合
、
町
の
ご
み
は
年
間
約
9
4
0
ト

ン
の
ご
み
が
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
は
チ
ョ
ッ
ト
し
た
工
夫
に
よ
っ
て

減
量
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
使
い
捨
て
を
や
め
分
別
に
取

り
組
み
資
源
化
を
図
り
、
ご
み
そ
の
も
の
を
つ
く
ら
な
い
こ

と
が
重
要
で
す
。

　
ご
み
に
な
る
も
の
を
増
や
さ
な
い
こ
と
で
、
特
に
買
い
物

の
時
は
本
当
に
必
要
な
も
の
か
ど
う
か
考
え
て
購
入
す
る
。

　
何
度
で
も
繰
り
返
し
使
え
る
も
の
を
選
び
、
本
当
に
使
え

な
く
な
る
ま
で
使
用
し
つ
く
す
こ
と
。

　
資
源
と
し
て
再
び
利
用
す
る
。
リ
デ
ュ
ー
ス
し
て
、
リ
ユ

ー
ス
し
て
最
後
に
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
う
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
工
事
期
間
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
不
燃
ご
み
及
び
粗
大
ご
み
は
従
前
ど
お
り
搬
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
工
事
期
間
　
平
成
22
年
３
月
25
日
ま
で

■
工
事
内
容
　
ご
み
焼
却
施
設
棟
及
び
煙
突
等
の
解
体

●
問
合
先
　
　
環
境
課
　
℡
72
‐
３
１
６
９

　
性
別
に
関
係
な
く
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
暮

ら
せ
る
『
男
女
共
同
参
画
社
会
』
。
そ
ん
な
社
会
の
実
現
を
わ

か
り
や
す
く
表
現
し
た
「
標
語･

俳
句
・
川
柳
」
を
皆
さ
ん
か

ら
大
募
集
し
ま
す
。
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
内
容
の
も
の

を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

☆
家
族
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
を
認
め
合
い
助
け
合
う
、
愛

　
情
あ
ふ
れ
た
家
庭

☆
性
別
に
関
係
な
く
、
誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
町
づ

　
く
り

☆
男
と
か
女
と
か
で
は
な
く
、「
私
ら
し
く
生
き
る
」
っ
て
ど

　
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
？

■
締
切
　
平
成
22
年
１
月
31
日
（
日
）
当
日
消
印
有
効

■
応
募
方
法
　
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
に
住
所
・
氏

　
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
ご
応
募
く
だ

　
さ
い
。

○
応
募
の
際
の
個
人
情
報
は
連
絡
の
み
に
使
用
し
ま
す
。

○
各
地
区
出
張
所
で
も
受
付
し
ま
す
。

■
審
査
方
法
及
び
発
表
　

○
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
に
お
い
て
審
査
し
、
入
賞
作

　
品
を
決
定
し
ま
す
。

○
入
賞
作
品
は
男
女
共
同
参
画
啓
発
の
行
事
や
広
報
活
動

　
な
ど
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
応
募
作
品
の
著
作
権
及
び
使
用
権
は
町
に
帰
属
し
ま
す
。

○
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

○
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す

●
応
募
・
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
　
男
女
共
生
・
国
際
係

　
　
　
　
　
　
　
　 

富
士
河
口
湖
町
船
津
１
７
５
４
番
地

　
　
　
　
　
　
　 

℡
72
‐
６
０
５
３ 

 
F
A
X

73
‐
１
３
５
８

E
-
m
a
i
l

　s
y
o
u
g
a
i
-
@
t
o
w
n
.
f
u
j
i
k
a
w
a
g
u
c
h
i
k
o
.
l
g
.
j
p

男
女
共
同
参
画
社
会
に
関
す
る

　
　
　
『
標
語･

俳
句･

川
柳
』
を
募
集
し
ま
す
。

○
「
ご
み
の
減
量
を
進
め
ま
し
ょ
う

○
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に

～
ご
み
減
ら
し
の
ポ
イ
ン
ト
は
３
つ
の
Ｒ
（
ア
ー
ル
）
～

リ
デ
ュ
ー
ス
（
減
ら
す
）

リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
す
る
）

リ
サ
イ
ク
ル
（
再
生
利
用
）

じ
ん
芥
処
理
場
ご
み
焼
却
施
設

　
　
　
　
　
　
解
体
工
事
の
お
知
ら
せ

１０,０００

１１,０００

１２,０００

１３,０００

１４,０００

１,２００

１,３００

１,４００

１,５００

H１５年度 H１６年度 H１７年度 H１８年度 H１９年度 H２０年度

ごみの排出量 排出処理量(t)

一人１日当たり排出量(g)▲

▲

▲
▲ ▲

▲

▲

１１,６３６

１２,５１１ １３,０６５ １３,２７５

１２,３４６

１１,６３６

１２,５１１ １３,０６５ １３,２７５

１２,３４６

１２,１１７

１,３４２

１,４００
１,４２２ １,４１５

１,３０８

１,２８２
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年末・年始休みのお知らせ

ステーション収集（●燃えるごみ＆■燃えないごみ）について・・・

ごみ処理施設への持ち込みについて・・・

　年末・年始は、各処理施設が休みとなりますので「ごみ」は収集しません。絶対にステーションへは出さな
いでください。
　ステーション収集は、町のカレンダーに掲載のとおり実施しますので、お間違えのないようご協力くださ

全地区共通
富士吉田市環境美化センター

※一般廃棄物処理依頼書が必要

年末　１２月２９日（火）午後３時まで

年始　　１月　４日（月）午前９時から

地　　区 処 理 施 設 持込可能な日・時間

●燃えるごみ

全地区共通 富士河口湖町じん芥処理場
年末　１２月２９日（火）午前１１時まで

年始　 １月 ４日（月）午前  ９時から

地　　区 処 理 施 設 持込可能な日・時間

◆粗大ごみ

河   口   湖 富士河口湖町じん芥処理場

問合先　健康増進課 (TEL 72-6037)

年末　１２月２９日（火）午前１１時まで

年始　 １月　４日（月）午前  ９時から

勝山・足和田
上九一色

青木が原ごみ処理組合
　　　大和田清掃センター

年末　１２月２９日（火）午後３時まで

年始　　１月　４日（月）午前９時から

地　　区 処 理 施 設 持込可能な日・時間

■燃えないごみ

全地区共通

年末　１２月２９日（火）午前１１時まで

年始　 １月 ４日（月）午前   ９時から

山梨紙業カワグチコ

各リサイクルセンター
富士河口湖町リユースセンター

年末　１２月３１日（木）午後 ３時まで

年始　　１月　４日（月）午前１０時から

地　　区 処 理 施 設 持込可能な日・時間

★資源物

※年末・年始の休み中は、長期にわたって収集できませんので、各家庭において保管していただくなどステーション

　へは出さないでください。

年末年始は、下記のとおり営業します。ご利用ください。

１２月２８日 午前１０時～午後６時

１２月２９日

午前１０時～午後５時

午前１０時～午後５時

午前１０時～午後５時

（月）

（月）

１２月３０日

（火）

１２月３１日

（水）

１月  １日

休 館

休 館

休 館

平 常 営 業

（木）

１月  ２日

（金）

１月  ３日

（土）

１月  ４日

（日）

（月）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

芙　蓉　の　湯 

１２月２８日

１２月２９日

１２月３０日

１２月３１日

１月  １日

休 館

休 館

休 館

休 館

休 館

１月  ２日

午前１０時～午後５時

午前１０時～午後５時

午前１０時～午後５時１月  ３日

１月  ４日

健　康　プ　ラ　ザ 

 芙蓉の湯・健康プラザをご利用の皆さんへ

●問合先　環境課　℡72-3169
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健 康 の ま ち づ く り健 康 の ま ちづくり健康のまちづくり

食
生
活
改
善
推
進
員
会
の
お
す
す
め

～
寅
年
は
タ
イ
ガ
ー
イ
エ
ロ
ー
の

　
　
　
　
　
手
づ
く
り
伊
達
巻
で
ス
タ
ー
ト
～

伊

達

巻

　≪材料１本分≫

鶏卵　　　　　　５個

白はんぺん　  １／２枚

砂糖　　　　  大さじ５

みりん　　　  大さじ１

だし汁　　　  大さじ３

酒　　　　　  大さじ１

醤油　　　　  小さじ１

塩　　　　　　　少々

サラダ油　　　　少々

用意するもの

鬼すだれ、輪ゴム２本

　
お
正
月
に
は
簡
単
で
美
味
し
い
伊
達
巻
を
手
作
り

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
是
非
ト
ラ
イ
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

《
作
り
方
》

�
ミ
キ
サ
ー
に
卵
、
適
当
に
ち
ぎ
っ
た
は
ん
ぺ
ん
、

　
調
味
料
を
入
れ
、
な
め
ら
か
な
液
体
に
な
る
ま
で

　
撹
拌
す
る
。

�
フ
ラ
イ
パ
ン
を
よ
く
熱
し
て
う
す
く
油
を
引
き
、

　
ミ
キ
サ
ー
の
生
地
を
流
し
こ
む
。

�
蓋
を
し
て
弱
火
に
し
、
５
～
７
分
か
け
て
中
ま
で

　
火
を
通
す
。

＊
蓋
を
し
て
生
地
を
蒸
し
焼
き
の
よ
う
な
状
態
に
す

　
る
の
で
、
裏
返
さ
な
く
て
も
良
い
。
じ
っ
く
り
と

　
中
ま
で
火
が
通
る
よ
う
に
焼
く
。

�
中
ま
で
火
が
通
っ
た
ら
焦
げ
目
を
下
に
し
て
温
か

　
い
う
ち
に
、
巻
き
す
の
上
に
取
り
出
し
て
巻
く
。

＊
巻
き
す
は
「
鬼
巻
き
す
」
を
使
う
と
、
と
て
も
き

　
れ
い
に
跡
が
つ
い
て
、
見
た
目
も
本
格
的
に
す
る

　
こ
と
が
で
き
る
。

�
巻
き
終
わ
っ
た
ら
両
端
を
輪
ゴ
ム
で
き
っ
ち
り
と

　
止
め
、
冷
ま
し
て
形
を
整
え
る
。
冷
め
た
ら
巻
き

　
す
を
は
ず
し
、
端
か
ら
カ
ッ
ト
し
て
盛
り
つ
け
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
大
石
地
区
会
員
）

親子・家族で挑戦！・！・！　《健康づくりに関するスローガン》

広報８月号で募集しました、家族でわが家の健康づくりの優秀作品のお知らせをします。

・一歩・二歩・散歩で作ろう丈夫な体　　　　　　　　　　　　船津小　４年　伊藤　優樹

・健康は、あなたの努力とその成果　　　　　　　　　　　　　湖南中　２年　梶原　秀太

・食べた後、しっかりみがいて、虫歯０（ゼロ）     　　　　　小立小　５年　坂本　里緒

・気をつけてみんなが迷惑、副流煙　　　　　　　　　　　　　小立小　６年　渡辺　美貴

・おいしく食べて、元気に育て、心と体　　　　　　　　　　　小立小　３年　渡辺　悦史

・家族のため、自分のため、守ろう正しい喫煙マナー　　　　　大石小　２年　稲城　一歩

・睡眠は、体と心のお医者さん　　　　　　　　　　　　　　　船津小　５年　永田　陽平

・おいしい空気をすいながら　気分フレッシュ、ウォーキング　大石小　２年　齋藤　　陸

・ＳＴＯＰ　たばこ　みんなの健康守るため　　　　　　　　　勝山中　２年　矢野慎一郎

・笑顔で幸せ、健康家族　　　　　　　　　　　　　　　　　　小立小　６年　渡辺　　徹

・酒・たばこ、心いやされど身はいたむ　　　　　　　　　　　小立小　５年　相澤　志竜

・心をのばせ！からだをのばせ！元気な私立ち上がれ　　　　　小立小　６年　中野早莉奈

・やっけろ　メタボ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船津小　３年　中村ひとみ

・そのたばこ　あなたの寿命　ちぢませる　　　　　　　　　　湖南中　２年　中村あつこ

・毎日笑って、心の健康づくり　　　　　　　　　　　　　　　小立小　２年　外川　　来

・休養は、心と体の健康のもと　　　　　　　　　　　　　　　上九一色中　２年　小林かんな

＊応募点数２４８７からの選出です。たくさんのご応募ありがとうございました。

●問合先　健康増進課　℡72-6037

今年はインフルエンザの流行にともない、予防のため、人ごみを避けるとともに

手洗い・うがい・マスク着用　いつも心がけたいものです。

◆インフルエンザ予防三原則◆

健康づくりのキャッチフレーズ優秀作品
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県
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

甲
府
地
方
法
務
局
か
ら

統
計
調
査
課
か
ら

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
か
ら

～
自
宅
や
会
社
か
ら

　
　
　
登
記
事
項
証
明
書
を
請
求
で
き
ま
す
～

「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」
で
の

　
　
　
　
　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
に
つ
い
て

「
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費
助
成
の
受
付
」

統
計
調
査
の
ご
協
力
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

「
製
造
事
業
所
」
の
皆
様
へ

　
　
工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
自
宅
や
会
社
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
い
る
パ

ソ
コ
ン
か
ら
、
法
務
省
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
て
登
記
事
項
証
明
書
を
請
求
す
る
と
、
指
定
さ
れ
た
送
付

先
に
郵
送
さ
れ
、
手
数
料
が
１
通
１
０
０
０
円
の
と
こ
ろ
７

０
０
円
（
郵
送
料
を
含
む
。
）
で
取
得
で
き
ま
す
。
手
数
料
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
又
は
ペ
イ
ジ
ー
対
応
の
Ａ

Ｔ
Ｍ
に
よ
り
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
平
日
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
と
て
も
便
利
で
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
に

必
要
な
パ
ソ
コ
ン
の
環
境
設
定
は
、
法
務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
又
は
お
近
く
の
法
務
局
で
無
料
配
布
し
て
い
る
環
境
設

定
Ｃ
Ｄ
に
よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先
　
甲
府
地
方
法
務
局
登
記
部
門

　
　
　
　
　
　 

℡
０
５
５
‐
２
５
２
‐
７
１
８
６

　 
 
 
 

　
　
　
　ht

t
p
:
/
/
s
h
i
n
s
e
i
.
m
o
j
.
g
o
.
j
p
/

　
12
月
１
日
は
「
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
」
で
す
。

　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
が
世
界
的
レ
ベ
ル
で
の
エ
イ

ズ
ま
ん
延
防
止
と
患
者
・
感
染
者
に
対
す
る
差
別
や
偏
見
を

解
消
す
る
た
め
に
提
唱
し
て
い
る
も
の
で
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染

者
や
エ
イ
ズ
患
者
の
報
告
数
は
依
然
と
し
て
増
加
の
傾
向

に
あ
る
た
め
、
富
士
・
東
部
保
健
所
で
は
検
査
や
感
染
防
止

の
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
（
匿
名
・
無
料
）

■
通
常
検
査 

月
～
金
曜
日
（
午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

※
検
査
は
採
血
後
１
時
間
以
内
で
結
果
（
抗
体
）
が
わ
か
り

　
ま
す
。
な
お
、
感
染
の
心
配
の
あ
っ
た
時
か
ら
３
ヶ
月
ほ

　
ど
経
過
し
て
い
な
い
と
確
実
な
結
果
が
お
返
し
出
来
な

　
い
こ
と
を
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

※
完
全
予
約
制
で
す
の
で
、
感
染
の
不
安
が
あ
り
検
査
を
希

　
望
さ
れ
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
・
予
約
先
　
地
域
保
健
課
　
℡
24-

９
０
３
５

　
富
士
・
東
部
地
区
に
在
住
す
る
心
身
障
害
者
を
対
象
に
、

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
と
次
の
会
場
で
受
付
を
行
い

ま
す
。

○
請
求
書
用
紙
の
配
布
等

　
　
市
町
村
役
場
障
害
福
祉
係
の
窓
口
か
、
直
接
保
健
福
祉

　
事
務
所
で
受
け
取
っ
て
下
さ
い
。
ま
た
、
保
健
福
祉
事
務

　
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
用
紙
印
刷
が
出
来
ま
す
。

※
郵
送
で
の
受
付
も
可
能
で
す
。

○
受
付
期
間
及
び
時
間

　
平
成
22
年
1
月
６
日
（
水
）
～
２
月
５
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
郵
送
で
の
締
切
は
、
２
月
５
日
（
金
）
消
印
有
効

○
会
場
で
の
受
付

　
1
月
６
日
（
水
）
山
梨
県
富
士
吉
田
合
同
庁
舎

　
1
月
13
日
（
水
）
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
1
月
20
日
（
水
）
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
都
留
　

　
1
月
28
日
（
木
）
山
梨
県
富
士
吉
田
合
同
庁
舎

○
対
象
者
　
平
成
21
年
度
に
自
動
車
税
又
は
軽
自
動
車
税

　
　
の
減
免
を
受
け
て
い
る
か
、
も
し
く
は
平
成
22
年
度
か

　
　
ら
減
免
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

　
　
当
す
る
方
。

　
1

身
体
障
害
者
手
帳
の
総
合
等
級
　
1
級
又
は
2
級

　
2

療
育
手
帳
の
障
害
程
度
　
A

　
3

戦
傷
病
者
手
帳
の
障
害
程
度
　
特
別
・
1
・
2
項
症

●
問
合
・
郵
送
先
　
富
士
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
祉
課
　
℡
24-

９
０
３
２

　
　
〒4

0
3
-
0
0
0
5
 

富
士
吉
田
市
上
吉
田
1-

2-

5

　
　h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
y
a
m
a
n
a
s
h
i
.
j
p
/
f
t
-
h
o
k
e
n
f
/

　
経
済
産
業
省
・
山
梨
県
・
市
町
村
で

は
、
工
業
統
計
調
査
を
平
12
月
31
日
現

在
で
実
施
し
ま
す
。
調
査
結
果
は
、
国

や
地
方
公
共
団
体
の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
な
ど
に

使
わ
れ
ま
す
の
で 

、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
調
査
を
お
願
い
す
る
事
業
所
に
は
、
知
事
か
ら
任
命
さ
れ

た
統
計
調
査
票
を
持
っ
て
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
調
査
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
調
査
対
象
　
製
造
業
を
営
む
事
業
所

◇
調
査
の
内
容
　
１
年
間
の
生
産
活
動
に
伴
う
製
造
品
の

　
　
　
　
　
　
　 

出
荷
額
、
原
材
料
使
用
額
な
ど

◇
調
査
実
施
時
期
　
12
月
～
平
成
22
年
２
月

●
問
合
先
　
統
計
調
査
課
　
商
工
業
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
３
４
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

F
A
X

０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
３
４
７



広
報
富
士
河
口
湖

　
１１

富
士
・
東
部
建
設
事
務
所
か
ら

富
士
吉
田
警
察
署
か
ら

２
０
１
０
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

ご
協
力
下
さ
い

橋
の
長
寿
命
化
対
策

河
口
湖
大
橋
の
橋
脚
補
強
工
事
に
着
手

警
察
に
よ
る
被
害
者
支
援

　
　
～
あ
な
た
の
思
い
や
り
を
～

１
月
１０
日
は
、
１
１
０
番
の
日
で
す
。

＝
メ
イ
ン
標
語
＝

　
「
い
ち
早
く
　
い
そ
が
ず
慌
て
ず
　
れ
い
静
に
」

河口湖大橋断面図

今年度の工事箇所

至  甲府 至  富士山

　
平
成
22
年
２
月
１
日
現
在
で
、
全
国
一

斉
に
”農
林
業
の
国
勢
調
査
“と
い
わ
れ
る

「
2
0
1
0
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
今
後
の
農

林
業
の
政
策
に
役
立
て
る
た
め
５
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
る

極
め
て
大
切
な
調
査
で
す
。
１
月
中
旬
か
ら
農
林
業
を
営
ん

で
い
る
皆
様
の
と
こ
ろ
に
調
査
員
が
訪
問

し
て
、
調
査
票
に
農
林
業
の
経
営
状
況
な

ど
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
先
　
統
計
調
査
課
　
生
活
教
育
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
３
４
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　F

A
X

０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
３
４
７

○
工
事
の
目
的

　
河
口
湖
大
橋
は
、昭
和
46
年
建
設
以
来
早
37
年
が
経
過
し
、

経
年
に
よ
る
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
現
状
の
交
通
量
や
今

後
予
想
さ
れ
る
大
規
模
地
震
に
も
耐
え
ら
れ
る
よ
う
に
改

修
し
ま
す
。

○
工
事
の
内
容

　
現
在
の
橋
脚
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
巻
立
て
、
地
震
に

強
い
橋
梁
に
し
、
長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
甲
府
側
か
ら
２
番
目
の
橋
脚
の
工
事
を
行
い

ま
す
。
工
事
の
大
部
分
は
、
湖
面
上
で
の
作
業
に
な
り
ま
す
。

山
梨
県
初
の
鋼
製
函
体
を
使
用
し
た
大
変
珍
し
い
工
法
を

採
用
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、
現
場
を
ご
覧
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
。

○
工
期

　
平
成
21
年
12
月
～

　
　
　
　
　
平
成
22
年
３
月
（
予
定
）

○
交
通
規
制

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
す
る
際
に

河
口
湖
大
橋
を
片
側
交
互
通
行
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
時
間
　

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
（
予
定
）

　
通
勤
、
通
学
時
間
に
配
慮
い
た
し

　
ま
す
。

※
工
期
中
に
10
日
程
度
を
予
定
し
て

　
い
ま
す
。
な
お
、
河
口
湖
大
橋
の
全

　
面
通
行
止
め
は
行
い
ま
せ
ん
。

●
問
合
先
　
富
士
・
東
部
建
設
事
務
所

　
　
　
　
　
吉
田
支
所
道
路
課
西
部

　
　
　
　
　
道
路
担
当
　
℡
24
‐
９
０
８
６

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
警
察
は
、
犯
罪
に
よ
る
被
害
者
と
身

近
に
接
し
、
被
害
者
を
保
護
す
る
役
割

を
担
う
機
関
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
被
害

者
の
立
場
に
立
っ
た
各
種
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

○
被
害
者
へ
の
情
報
提
供

○
相
談
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
体
制
の
整
備

○
犯
罪
被
害
給
付
制
度

○
捜
査
過
程
に
お
け
る
被
害
者
の
負
担
軽
減

○
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携

被
害
者
の
た
め
の
相
談
窓
口

■
山
梨
県
警
察
総
合
相
談
室
　

　
　
♯
9
1
1
0
（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
）

　
　
℡
0
5
5-

2
3
3-

9
1
1
0

　
　h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
y
a
m
a
n
a
s
h
i
.
j
p
/
p
o
l
i
c
e
/

■
性
犯
罪
相
談
　
　
　
　
℡
0
5
5-

2
2
4-

5
1
1
0

■
児
童
・
青
少
年
相
談
　 

℡
0
5
5-

2
3
5-

4
4
4
4

　
（
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
）
　
℡
0
5
5
5-

22-

4
4
4
4

■
富
士
吉
田
警
察
署
　
　
℡
0
5
5
5-

22-

0
1
1
0

■
県
犯
罪
被
害
者
等
総
合
支
援
窓
口
（
県
民
生
活
課
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5-

2
2
3-

4
1
8
0

※
犯
罪
・
交
通
事
故
等
の
被
害
で
悩
ん
で
い
ま

　
せ
ん
か
？
私
た
ち
に
お
電
話
下
さ
い
。

■(

社)

被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
や
ま
な
し

　
　
　
　
　
電
話
相
談
　
℡
0
5
5-

2
2
8-

8
6
2
2

　
　
　
　
　

　
１
１
０
番
通
報
は
、
携
帯
電
話
、
一
般
加
入
電
話
な
ど
か

ら
「
１
１
０
」
と
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と
県
内
ど
こ
か
ら
で
も
警

察
本
部
の
通
信
司
令
室
に
つ
な
が
り
ま
す
。
通
信
司
令
室
で

は
、担
当
の
警
察
官
が
、「
い
つ
」「
何
処
で
」「
何
が
」「
犯
人
は
」

「
負
傷
者
は
」「
あ
な
た
の
住
所
、
氏
名
」
な
ど
を
お
尋
ね
し
ま

す
の
で
落
ち
着
い
て
お
話
し
下
さ
い
。

　
な
お
、
い
ま
だ
に
多
く
の
イ
タ
ズ
ラ
・
間
違
い
電
話
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
イ
タ
ズ
ラ
電
話
は
、
緊
急
の
事
件
・
事
故
等

の
通
報
に
大
き
な
支
障
を
き
た
し
ま
す
の
で
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
相
談
ご
と
等
は
、
最
寄
の
警
察
署
、
交
番
、
駐
在
所

又
は
警
察
本
部
総
合
相
談
室
「
＃
９
１
１
０
」
に
お
か
け
下

さ
い
。

＝
サ
ブ
標
語
＝

　
「
悩
む
よ
り
か
け
て
安
心
　
＃
９
１
１
０
」



広
報
富
士
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[家族で話し合おう防災対策 ］

管理課　防災係　℡ ７２-６０１３

管理課　防災係　℡ ７２-６０１３

Part 34Part 34Part 34

　災害は家族そろっている時とは限りません。いつどんな場面で起こるかわかりません。

日常から家族のなかで防災について話し合うことが大切です。具体的にどのようなこと

を話し合ったらよいでしょう。

まずは、地震や火災、風水害など、災害ごとに発生したことを想定して、自分の家はどのよ

うな心配があるかを考えてみましょう。そして家の中や周

りに危険な箇所がないかを確認しましょう。また家族それ

ぞれの役割を決めたり、非常持出品や、避難場所・避難経

路、離ればなれでいた場合の連絡方法なども話し合いまし

ょう。さらに、防災用品（消火器や救急箱など）の置き場所なども家族みんなで確認す

るとよいでしょう。

これらは定期的に話し合い、家族間で防災意識を高めておきましょう。

年末の交通事故防止県民運動年末の交通事故防止県民運動年末の交通事故防止県民運動
平成２１年１２月１日（火）から１２月３１日（木）までの３１日間

１　飲酒運転の根絶と悪質・危険な運転の追放

２　高齢者と子どもの交通事故防止

３　二輪車の交通事故防止

４　全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

５　自転車の安全利用の推進

６　早めのライト点灯の徹底と反射材使用の推進

重点目標

　年の瀬を迎え、お酒を飲む機会が多くなる時期です。

　　　　　　　　　　　　　　　環境をつくりましょう。

　また、車の乗ったら全ての座席でシートベルト、チャイルドシートを

着用しましょう。

　車も二輪車も、交差点では確実に安全確認をしましょう。

　歩行者は、早朝や夕暮れ・夜間には明るく目立つ色の服装や反射材

を使用しましょう。

　年末を迎え何かと慌ただしくなりますが、１人ひとりが交通ルールと

交通マナーを守り、交通事故を防止して、明るい新年を迎えましょう。

「車の運転は絶対にしない！」

「車の運転をする人にはお酒を飲ませない！」

「お酒を飲んだ人には運転させない！」

「飲酒運転を許さない」

「車の運転は絶対にしない！」

「車の運転をする人にはお酒を飲ませない！」

「お酒を飲んだ人には運転させない！」

「飲酒運転を許さない」

「車の運転は絶対にしない！」

「車の運転をする人にはお酒を飲ませない！」

「お酒を飲んだ人には運転させない！」

「飲酒運転を許さない」

飲酒運転しない・させない山梨キャンペーン
平成２１年１２月1日～平成２２年１月３１日
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このページについてのお問合せは、河口湖ステラシアター  ℡７２－５５８８までどうぞ

河口湖円形ホール&
♪自然の香りが響きわたる♪ ♪優しい音が湖風に舞う♪

http://www.stellartheater.jp/

☆河口湖円形ホール　冬公演のご案内☆☆河口湖円形ホール　冬公演のご案内☆☆河口湖円形ホール　冬公演のご案内☆

12/5土 午後4時開演

《共　演》中島　剛　（ピアノ）

《演奏曲目》ヴァイオリン協奏曲 第4番 ニ長調「軍隊」（モーツァルト）、

　　　　　 ヴァイオリン・ソナタ 第3番 ニ短調(ブラームス)、愛のあいさつ（エルガー）、

　　　　　 ヴァイオリン・ソナティナ ト長調（ドヴォルザーク）、ウィーン小行進曲（クライスラー）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※曲目が変更される場合があります。

《料　金》全席自由　一般3,500円　（1ドリンク・お菓子付）

《共　演》岩崎　淑（ピアノ）

《演奏曲目》ロマンス第1番 ト長調 op,40（ベートーヴェン）、ユーモレスク（ドヴォルザーク作曲、

　　　　　 クライスラー編曲）、ヴァイオリンソナタ 第2番 ニ長調 op.94（プロコフィエフ）、

　　　　　 カルメン・ファンタジー（ワックスマン）ほか　　　※曲目が変更される場合があります。

《料　金》全席自由　一般3.000円　（1ドリンク・お菓子付）

ウィーン･フィルハーモニー管弦楽団

「トーマス・ヴィンクラット　ヴァイオリン　リサイタル」

好評発売中！

12/13日 午後4時開演

富士河口湖町出身の若手ピアニスト、外川真里亜。数 の々世界的な音楽家を輩出する

ニューヨーク・マネス音楽院大学院を首席で卒業し、いよいよ富士山麓で羽ばたく！！

世界の橋渡しとなる音楽家となるように祈りを込めて・・・。

《演奏曲目》バラード第4番、スケルツォ第2番、ノクターン第2番（ショパン）、

　　　　　  トロイメライ（シューマン）、月の光（ドビュッシー）ほか　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※曲目が変更される場合があります。

《料金》全席自由　一般2,500円　（1ドリンク・お菓子付）

河口湖円形ホール15周年記念 Raising Star

「外川真里亜　ピアノ　リサイタル」

好評発売中！

12/19土 午後5時開演

12/12土 昼の部：午後2 時開演　夜の部：午後6時30分開演

「杉浦美知　ヴァイオリン　リサイタル」

「東京ダブルリード・アンサンブル　葦の音コンサートVol.6」

好評発売中！

好評発売中！

《料金》全席自由　一般3.000円　（1ドリンク・お菓子付）
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みんなの生涯学習みんなの生涯学習みんなの生涯学習
みなさんのやる気を

応援します!

生涯学習講座

 「郷土の原風景」 「郷土の原風景」

歴史・文化財講座

第７回（最終回）  近代化の波と富士河口湖町

＜講師：杉本悠樹（生涯学習課　文化財担当）＞

　富士河口湖町内の歴史や文化財を解説し、「郷土の原風景」を

探る講座の全7回シリーズの最終回を開催します。殖産興業と欧

米文化の浸透が富士河口湖町に与えた影響を、近代化遺産、道

路網の変遷、古写真などの資料を用いて考えます。記憶に残る

風景も登場するかもしれませんので、みなさまのご参加をお待

ちしております。

今年も良いわらをたくさん用意しまし

た！手作りのしめ縄を飾って気持ちよく

新しい年を迎えましょう♪親子の参加

も大歓迎です。

★リズム・オブ・ラブ★★リズム・オブ・ラブ★

日　時　　平成２１年１２月１６日（水）　午後７時より

場　所　　中央公民館　第２研修室

参加費　　無料

定　員　　２５名（申込み不要）

　　　　　※講座ごとの聴講も可能です。

問合せ　　生涯学習課【℡７２－６０５３】

内　容：自然散策・自然体験あそび

　　　 （歩く・触れる等、季節に適した五感を刺激する体験）

　　　 親子ふれあいゲーム、読み聞かせ等

日　程：１／９（土）：河口湖フィールドセンター

対　象：１歳８ヶ月～３歳までの親子１５組

時　間：午前１０時～１２時　現地集合解散（雨天決行）

服　装：長袖・長ズボン（寒くない服装）・歩きやすい靴・帽子

　　　 （雨天時：カッパ・長靴）

持ち物：水分補給できる物・タオル・必要な場合は着替

講　師：堀内　治美先生

参加費：１組３００円（１回）（保険料・あそびの材料費）

申込み：生涯学習課【℡７２－６０５３】

内　容：危険回避能力を養う遊び・リズムにあわせてキッズビクス、テコレンジャー

　　　 リズムテコンドー・ふれ愛ストレッチ など

講　師：渡辺　光美先生（リズムテコンドー指導者）

持ち物：タオル、水分

参加費：１００円

申込み：生涯学習課【℡７２－６０５３】

日　時：１２月２２日(火)　午後７時～

場　所：中央公民館

持ち物：カッター、定規、カッター、マット

　　　 汚れても良い服装

定　員：２０名

講　師：外川与七先生

お申込み・お問合せ

　　　 生涯学習課【℡７２－６０５３】

★当日は、記念写真の撮影を行います。今年度から希望者へのみ写真をお渡しいたしますので、ご希望の方は受付にてお申込みく

ださい。また、ご自宅等へ写真の郵送を希望される方は、当日忘れずに送料１２０円をお持ちくださいますようお願いいたします。

お問合せ：富士河口湖町教育委員会生涯学習課【℡７２－６０５３】

日　時

場　所

成人者のつどい成人者のつどい成人者のつどい平成21年度

平成２２年１月１０日(日)　午前９時３０分受付　１０時開式

勝山ふれあいセンター　さくやホール

＊ 対象者（1989年4月2日から1990年4月1日生まれ）の方には案内状を発送いたします。

●○●そとあそび応援団●○●●○●そとあそび応援団●○●

大自然のパワー
を吸収！

心に・体に素敵
な時間を過ごし

てみませんか♪

★やるき！こんき！ワクワク・ドキドキチャレンジ！★

～2009ラストチャレンジ～～2009ラストチャレンジ～

富士河口湖町生涯学習講座富士河口湖町生涯学習講座富士河口湖町生涯学習講座

第 １ 部
時　間：午後１時３０分～２時３０分

対　象：１､２､３年生の児童とその親

　　　 （園児は親子であれば参加可能）

定　員：親子３０組

第 ２ 部

時　間：午後３時～４時

対　象：４､５､６年生の児童（中学生）

定　員：３０名

しめ
縄作り教室しめ
縄作り教室


